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　～障害のある人と共に考え、働く仲間・支える仲間と共に創
つく

り、地域・故
ふるさと

郷新潟と共に助け合い、成長する。～
　これが、社会福祉法人 新潟県身体障害者団体連合会の運営理念です。
　当法人は、新潟ふれ愛プラザに入館している障害者交流センター及び聴覚障害者情報センターの指定管理者
として、施設内事業や巡回事業を通して、施設利用者はもとより県内全ての障害者の立場に立った支援を行なう
とともに、障害者社会参加推進センター事業など県からの受託事業等を着実に実施することにより、障害者の
自立と社会参加を推進し、障害者団体との連携を深めてまいります。また、公益自主事業（会員事業）は、様々な
障害のある人達の意見・要望が反映されるよう取り組むとともに、地域の身体障害者団体の組織、活動の活性化
を支援してまいります。
　今年度、新たに創刊した「ふれ愛にいがた」で、これらの思いをお伝えしてまいります。皆様の温かいご理解と
ご支援を心からお願い申し上げます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  会長　本

ほん だ

田佐
さ と し

敏
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ふれ愛だより新潟県障害者交流センター

TEL FAX025-381-8110 025-381-1478 http://kouryu.n-fureaiplaza.com/ kouryu@n-fureaiplaza.comURL MAIL

平成25年度新潟県障害者交流センター事業のご案内
定期スポーツ教室

教室名 開催時期 回数 対　象 定員 内　容
フライングディスク 4・11月 ４ 障害のある人 20 初心者講習、大会直前レベルアップ練習
ゆったりストレッチ 6月 ４ 障害のある人 15 ストレッチ、ヨガ体操
バドミントン 6・7月 ４ 障害のある人 10 バドミントンの基礎と応用、ゲーム等
こども水泳 7・8月 ６ 障害のある人（小学生以下） 20 水慣れから25ｍ完泳まで
中高生水泳 5・2月 ６ 障害のある人（中・高生） 20 レベルに応じたスキルアップ
中上級水泳 9～11月 ６ 障害のある人 20 中・上級クラスのスキルアップ

通年スポーツ教室
教室名 開催日 対　象 定員 内　容

水泳ワンポイント 毎週木曜日 個人利用者（障害者優先） 10 レベルに応じたワンポイントレッスン
みんなで卓球 第1金曜日 障害のある人 20 レベルに応じたワンポイントレッスン
アーチェリーワンポイント 第1･3火曜日 身体障害のある人 10 レベルに応じたワンポイントレッスン（要事前申込）
わんぱくエクササイズ

第3土曜日
5歳以上の障害児 30 リズム体操、サーキットトレーニング、ニュースポーツ等

フットサル 障害のある人 30 基礎練習、ゲーム交流
水中運動 第2･4金曜日 個人利用者（障害者優先） 15 アクアビクス、水中ウォーキング、水中トレーニング等
みんなでボッチャ 第3火曜日 個人利用者（障害者優先） 20 基本練習、ゲーム交流
初めての水泳サポート 随　時 障害のある人 1 初めての方を対象とした水泳体験（要事前申込）

文化教室
教室名 開催時期 回数 対　象 定員 内　容

デジカメ 5～11月 ６ 障害のある人 15 デジカメ基本操作、撮影練習
日本文化体験 6月 ３ 障害のある人 15 浴衣の着付け、お茶の作法等
打楽器 7～11月 ８ 障害のある人及び支援者 20 打楽器体験、リズム学習、ステージ演奏
ハンドベル 8～11月 ８ 障害のある人及び支援者 20 基本練習、ステージ演奏
夏休み親子創作 8月 ２ 障害児及び支援者 10 個人、共同作品制作
書道 8・9月 ３ 障害のある人 15 基礎練習、作品制作
粘土細工 9月 ２ 障害のある人 20 ハーティークレイ（紙粘土）を使った作品制作
陶芸 9～11月 ３ 障害のある人 10 作品制作、お茶会
メイキャップ 1月 １ 障害のある人 20 メイキャップ演習

リハビリテーション教室
教室名 開催日 対　象 定員 内　容

リハビリ健康相談 第1･3木曜日 障害のある人 1 療法士によるリハビリ相談（要予約）
レクリエーションスポーツ 第4水曜日 肢体不自由者 15 誰でも楽しめる各種レクリエーションスポーツ
テーブルゲーム 第2･4土曜日 障害のある人及び支援者 15 囲碁、将棋、オセロ等テーブルゲーム交流
体力・形態測定 6・9・1・3月 障害のある人 20 体力測定、形態測定
臨床美術 6月 障害のある人 10 臨床美術（クリニカルアート）プログラム

地域交流事業
催事名 開催日 内　容

第16回ふれ愛さくらまつり 4/21(日) フリマ、屋台、ステージ等（江南区共催）
第11回ふれ愛ソフトバレーボール交流大会 7/7(日) 24チームリーグ戦
第11回向陽ふれ愛夏まつり 7/28(日) 近隣施設との合同夏まつり
第13回ふれ愛アートチャレンジ 11/16(土)～24(日) 障害者芸術文化祭との合同作品展示会
第３回囲碁・将棋大会 11/21(木) クラス別リーグ戦
※教室の申込受付は、開催予定日の１カ月前頃から開始します。詳しくはお電話かホームページでご確認ください。

新潟県障害者交流センター 検索
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平成25年度  新潟県聴覚障害者情報センター事業体系図
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025-381-8112 025-381-8116 http://jyoho.n-fureaiplaza.com/ jyoho@n-fureaiplaza.comURL MAIL

ふれ愛さくらまつり
～ふれ愛シアター～

初心者手話教室

きこえの相談日

スクラップ
ブッキング教室

開催日 平成25年 4/21（日）　
時　間 10：00～15：00
会　場 新潟ふれ愛プラザ　　
 1階　交流ホール
内　容 聴覚障害者用字幕付
 録画物の上映
 ＜大きなカブ他＞

開催日 5/25・6/15・22
 7/13・20　（全て土曜日）
時　間 10：00～12：00
対　象 手話に興味のある方
場　所 新潟ふれ愛プラザ　2階
参加費 無料

開催日 毎月第1水曜日
　　　　（1月のみ第2水曜日）
時　間 13：30～15：00
対　象 どなたでも
場　所 新潟県聴覚障害者
 情報センター
参加費 無料

開催日 5/3（金･祝）・5/18（土）
時　間 10：00～12：00
対　象 聴覚障害者
場　所 新潟ふれ愛プラザ　２階
材料費 実費をいただきます。

【利用団体懇談会変更のお知らせ】
　例年6月末に開催しておりました利用団体懇談会は、今年度より新潟県障
害者交流センターと共催で12月に「利用団体・利用者懇談会」として開催いた
します。開催案内につきましては、直接関係団体へ郵送いたします。　
　あらかじめご了承ください。

【全国大会開催のお知らせ】
　平成25年6月27・28日にNPO法人全国聴覚障害者情報提供施設協議会の
総会並びに大会が、新潟ふれ愛プラザで開催されます。

※各教室・イベント等は、開催日の約1ヶ月前よりホームページや館内掲示等でお知らせします。
　詳しくはお問合せください。

【スクラップブッキングとは】
アメリカで生まれたアルバム作り
の1つの方法で、カラフルな紙を台
紙にリボンやボタン・
ステッカー・スタンプ
等で写真を飾り、タイ
トルや一言を書き添
えます。

聞こえや補聴器に関する相談を
受付けます

情報提供事業

録画物自主制作
聴覚障害者用字幕付
録画物の制作・貸出

センター映像ライブラリー
巡回映像ライブラリー
地域常設映像ライブラリー

コミュニケーション
支 援 事 業

情報伝達機器の貸出（プロジェクター、赤外線補聴システム等）

ステップアップ手話講座

聴覚障害者支援

手話地域学習会
ステップアップ要約筆記講座
初心者手話教室
手話の茶の間
字幕制作者研修会

盲ろう者支援
〔県受託事業〕

盲ろう者向け通訳・介助員研修事業
盲ろう者生活訓練事業
盲ろう者向け通訳・介助員派遣事業

相 談 事 業
聴覚障害者生活相談
きこえの相談日

文 化 等 活 動
支 援 事 業

講演会
文化教室
スポーツ教室

地域交流事業

字幕付き録画物視聴会
　・ふれ愛さくらまつり
　・ふれ愛の集い
　・障害者週間イベント視聴会
ふれ愛シアター
　・ふれ愛夏まつり

広報・啓発事業

「センターだより」発行
「年報」発行
「ホームページ」更新
視察、見学者等受入
利用団体・利用者懇談会

新潟県聴覚障害者
情報センター 情報センターだより
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にいがた

社会参加推進センターだより
TEL・FAX 025-383-3654 http://www.nissinren.or.jp/center-hp/15niigata/center/index.htm suisin-niigata@nifty.comURL MAIL

　平成24年10月1日から、障害者虐
ぎゃくたい

待防止法（障害者
虐待の防止、障害者の養護者に対する支援等に関する
法律）が施行されました。　　　　    　　　　　　　　 
　この法律は、国、地方公共団体、障害者福祉施設従事者
や障害者を雇用する事業主などに障害者虐待の防止のた
めの責務を課すとともに、虐待を受けたと思われる障害者
を発見した方に通報の義務を課しています。

●障害者虐待は「禁止」されました。
　　この法律で「障害者虐待」とは、①養護者による障害
者虐待、②障害者福祉施設従事者等による障害者虐待、
③使用者による障害者虐待をいいます。

●障害者手帳の「有無」に関わりません。
　　この法律で「障害者」とは、「身体障害，知的障害，精神
障害（発達障害を含む）その他の心身の機能の障害があ
る者であって，障害及び社会的障壁により継続的に日常
生活又は社会生活に相当な制限を受ける状態にあるも
の」（改正障害者基本法２条１号：平成２３年８月５日施
行）とされています。

●暴力だけが「虐待」ではありません。
　障害者に対する虐待は、身体的虐待、性的虐待、心理的
虐待、放棄・放任、経済的虐待の５種類に分類されます。

　１ 身体的虐待
　障害者の体に傷や痛みを負わせる暴行を加えたり、
また正当な理由なく身動きがとれない状態にすること。

　２ 性的虐待
　障害者に無理やりわいせつな行為をしたり、させたり
すること。

　３ 心理的虐待
　　障害者を侮

ぶじょく

辱したり拒絶したりするような言葉や
態度、無視、嫌がらせなどによって精神的な苦痛を与
えること。

　４ 放棄・放任（ネグレクト）
　　食事や入浴、排せつなどの世話や介助をほとんど
せず、障害者を放置し、衰弱させること。

　５ 経済的虐待
　　本人の同意なしに障害者の財産や年金、賃金などを
使うこと。また障害者に理由なく金銭を与えないこと。

障害者虐待防止法スタート

詳しくは、新潟県のホームページ「障害者虐待に関する通報・届出・相談の窓口について」をご覧ください。
参考：他の虐待防止法
 平成12年　児童虐待防止法  （児童虐待の防止等に関する法律）成立
 平成13年　ＤＶ防止法  （配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に関する法律）成立
 平成17年　高齢者虐待防止法  （高齢者虐待の防止、高齢者の養護者に対する支援等に関する法律）成立

●すみやかに担当窓口に通報してください。
　地域ぐるみの早めの対応や支援が、虐待されている障害者だけでなく、虐待している家族などが抱える問題の解決にも
つながります。

・障害者の一時保護
・障害者への支援
・成年後見への申立
・養護者への支援　など

監督権限の適切な行使
・報告徴収、立入検査　
・勧告、措置命令　など

3
使用者による
障害者虐待（職場）

本　人

発見者
市町村 県 労働局通報

通知 報告

届出

1
養護者による
障害者虐待（在宅）

本　人

発見者 市町村通報

届出

監督権限の適切な行
こうし

使
・報告徴収、立入検査
・勧告、措置命令　など

2 障害者福祉施設
従事者等による
障害者虐待（施設） 本　人

発見者 市町村 県通報

報告

届出
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「障害者社会参加推進協議会」をご存知ですか？
　障害者社会参加推進センターは、障害の有無にかかわらず、誰もが家庭や地域で明るく暮らせる社会
づくりに向けて、障害者自らによる諸種の社会参加促進施策を実施し、地域における障害者の自立生活と
社会参加を推進することを目的として設置されています。
　このセンターの業務に関する企画・立案を行なっているのが、「障害者社会参加推進協議会」（２０団体）
です。この協議会には、身体障害者部会、知的障害者部会、精神障害者部会の3部会が設けられ、障害種別
の専門性に対応しています。構成団体をご紹介します。

障害者１１０番
障害のある方の人権や財産権等を擁護するために、障害者自身又は家族等の相談
に対し、常設の相談窓口で助言を行うほか、相談の内容に応じて弁護士等による
専門相談を行っています。

相談専用電話
ＦＡＸ

０２５-３８１-０１１０
０２５-３８３-３６５４

【相談窓口】
・年末年始を除き、年間（土・日曜日、祝祭日を含む）を
通じて開設しています。
・開設時間は午前１０時から午後３時まで。他の時間は
留守電対応としています。

【法律相談】
・弁護士による法律相談を実施し、弁護士が直接、相談
者の支援にあたっています。
 （第１、３、４水曜日午後、事前予約制です。）
・年３回、地域に出向いて専門相談会を実施しています。

相談内容は次のようなものです。

【保健医療関連】
精神に病気、障害を抱えての不安、悩みの相談
【生活関連】
障害者本人と両親との関係等々、日常生活における相談
【財産関連】
サラ金や多重債務に関して、あるいは相続についての相談
【福祉関連】
障害年金や各種の福祉制度の利用についての相談

～１人で悩まずにご相談ください～

（受付時間１０：００～１５：００）

精神障害者部会（４団体）
・特定非営利活動法人
 　新潟県精神障害者家族会連合会
・新潟県精神障害者社会復帰施設協議会
・新潟県精神保健福祉士協会
・新潟県精神障害者団体連合会

身体障害者部会（１２団体）
・社会福祉法人 新潟県身体障害者団体連合会
・社会福祉法人 新潟県視覚障害者福祉協会
・社団法人 新潟県聴覚障害者協会
・新潟県中途視覚障害者連絡会
・新潟県中途失聴・難聴者協会
・新潟県視覚障害者友好協議会
・社団法人 全国脊髄損傷者連合会
 　新潟県支部新潟県車椅子友の会
・公益社団法人 日本オストミー協会
 　新潟県支部（雪椿友の会）
・新潟県美鈴会
・新潟県低肺機能者の会はまなす会
・新潟県腎臓病患者友の会
・新潟県肢体不自由児者父母の会連合会

知的障害者部会（４団体）
・社団法人 新潟県手をつなぐ育成会
・新潟県知的障害者福祉協会
・新潟県知的障害特別支援学校PTA連合会
・新潟県重症心身障害児(者)を守る会

～手をとりあってみんな笑顔に～
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県身連だより
TEL FAX

【県身連の主な活動】
県身体障害者福祉大会の開催
市町村団体組織の育成強化や助成活動
障害者の福祉推進のための啓発活動、情報の収集や
提供活動
団体の指導者、障害者相談員などに対する研修活動
障害者の自立と社会参加を推進する活動 など 

【賛助会員の特典】
機関誌「ふれ愛にいがた」をお届けします。

【納付金額】
賛助会費
年額、個人会員１口２千円、団体会員１口５千円
（口数に制限はありません。）

（ご支援のお願い）

会員募集・入会のご案内
　市町村の身体障害者団体は、身体障害者
手帳をお持ちの方の入会をお待ちしていま
す。｢手帳｣をお持ちでなくても趣旨に賛同
される方は、賛助会員として入会できます。
　皆様のご理解とご支援をよろしくお願い
申し上げます。
　右は、募集チラシの一例です。お近くの身
体障害者団体にお申し込みください。
（団体により異なる点もありますので、ご了
承ください。）

〈お問合せ〉
社会福祉法人 新潟県身体障害者団体連合会
電話 025－381－1474　ＦＡＸ 025－381－1478

　障害者福祉の充実に向け幅広く活動するためには、財政力の強化や活動に対する
ご支援など、多くの方々からの温かいサポートが是非とも必要です。
　県身連の活動を支えてくださる「賛助会員」を募集しておりますので、皆様には、
この趣旨をご理解いただき、ご支援を賜りますようお願い申し上げます。

賛助会員を
募集しています！

平成25年度運営計画

025-381-1474 025-381-1478 http://kenshinren.n-fureaiplaza.com/ kenshinren@n-fureaiplaza.comURL MAIL

１　運営方針
　障害者権利条約の批准に向けた制度改正等が集中的に
進められています。目指すところは、全ての国民が障害の
有無によって分け隔てられることなく、相互に人格と個性
を尊重する「共生社会」の実現であり、この目標に向けて、
日本身体障害者団体連合会をはじめ他の障害者団体と連携
し積極的に取り組むとともに、情報発信、普及啓発に努め
てまいります。
　一方、地域において障害福祉の向上に努めている身体
障害者団体は、高齢化と会員減少が進む中で新規会員の
獲得や活動の活性化に努力しています。

　当法人は、これらの取り組みを支援するとともに、団体
の存在をアピールし、会員や賛助会員の新規加入につなが
る活動に積極的に取り組んでまいります。
　また、事業実施に当たっては、障害者交流センター、
障害者スポーツ協会との連携・協働により最小経費で最大
効果が得られるよう努めるとともに、当法人が県の委託を
受けて実施している社会参加推進センター事業等を通し
て、知的障害者団体や精神障害者団体との連携を深めてま
いります。

２　重点的に取り組む事項
(1) 活動休止団体、休止地区の解消を図るとともに、会員・
賛助会員の加入促進に努めます。

(2) 事業実施に当たっては、障害者交流センター等との
連携・協働により効率性を高め、経費削減に努めます。

(3) 自主財源を確保するため、自動販売機の新規設置促進
を図り、物品販売における「一人もう一品運動」の
取組みを促進します。

（公益自主事業）

◆会の目的
・相互の助け合いの精神を大切に、会員の悩み、問題の相談、会員同士の交流を通じて、
それぞれの障害を克服し自立更生と社会参加を目指します。

◆入会の資格
・身体障害者手帳をお持ちであればどなたでも入会できます。
・手帳をお持ちでなくても、会の趣旨に賛同された方も入会できます。
◆入会のメリット
・日本身体障害者団体連合会、新潟県身体障害者団体連合会など、関係する幅広い情報
を得ることができます。
・本会主催の事業、イベントなどに参加することができます。
◆事業の紹介
・交流研修会、スポーツレクリエーション大会、カラオケ大会、親睦旅行、囲碁将棋大会、
ボランティア活動、機関誌の発行
・県身体障害者団体連合会の各種行事に参加、市行政、社会福祉協議会の企画事
業に参加、協力など

◆会費
・入会金はありませんが、年会費として1,000円いただきます。（団体によって異なります。）

【あなたの入会をお待ちしています】
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kenshinren@n-fureaiplaza.com 障害者活動長岡の場合
長岡市身体障害者団体連合会

会長　太
た ち か わ

刀川　武
たけし

１　本会の設立まで
　昭和40年代の初め頃　長岡市福祉課の担当官が２人乃

ないし

至３
人組で国の指導で「長岡の三つの協会が合併して連合会を結成
したら・・・」ということで当時の各協会の三役に再三再四にわ
たって説明会や説得に努力されました。しかし、当然それはスム
ースに通る話ではなく、当時の各役員が必死になってそれを拒
否するべく運動を重ねました。視覚障害者協会、聾

ろうあ

唖者協会、肢
体障害者協会がそれぞれの目的や組織力、行動力が異なること
で三つの協会は当然合併することは出来ません。当時は障害者
を十

じっ

把
ぱ

一
ひと

絡
から

げにしてしまうなどと云う事は絶対反対、認めるわ
けにはいかない等と、喧

けんけん

喧ごうごうの議論にさすがの担当官も
たじろぎ、立ち止まって少しの冷却期間をおきたいと話されま
した。それから数年後ようやく、それぞれの協会がしぶしぶなが
らも合意に達して昭和45年９月26日、当時の長岡中越婦人会
館において、来賓、会員、付き添い合わせて120余名の参加を得
て、長岡市身体障害者団体連合会が発会式を迎えたのでありま
す。しかしながら、その後も決して順

じゅんぷうまんぱん

風満帆な航海ではなかった
と思われました。当時の役員は必死の思いで会の運営に、魅力
的活動の実践にあたってこられたと思います。

２　行政への要望事項
　年々活動を進めていく中で行政への要望も多くなってきまし
た。たとえば障害者が活動できる拠点となる社会福祉センター
の建設をしていただきたい。音響信号機と点字ブロック、更には
誘導ブロックの増設をして欲しい。長岡空

くうしゅう

襲で犠
ぎ せ い

牲になられた
御
み た ま

霊を供養するための平和の森公園を建設して欲しい。本会の

会員募集のために役員及び相談員の名簿を市政だより、社協だ
より、更には「共に生きる」などに掲載して欲しいなどと、その都
度大きな事は歴代の市長と直接話しあってようやく実現する事
が出来ました。しかし、まだまだ福祉都市と云うにはほど遠く、
これからも役員及び会
員が一丸となってバリア
フリーの町づくりをめざ
して行かなければなら
ないと考えさせられる毎
日であります。

３　本会の事業活動から
　本会は春の初めに代
議員総会（約30名）、６月には柏崎と交互に第５地区スポーツ大
会（約200名ほど）、夏７月には隔年で一泊の研修旅行（40名）な
どを実施しております。７月の第３日曜日には長岡祭を目前に
平和の森公園の清掃（40名ほど）をして長岡市に協力しており
ます。毎年１月の第３日曜日には新年会（70名ほど）を実施して
おります。カラオケよりも福引大会が人気を集めております。
　前述のように、長岡の身体障害者団体連合会は設立以来43
年、人生でたとえれば、まだまだ壮年期であります。これからも
魅力のある事業と会の
運営を会員一丸となっ
て本会の繁栄に努め
たいと願っております。
　県内各地区の皆様
のご指導のほどをよろ
しくお願いします。

雪かき
・ ・
の手を休めて

　　　阿賀町身体障害者福祉協会

会長　豊
とよしま

島　洋
よういち

一

　ここ１、2年の私たちの事業について、報告がてら紹介さ
せていただきます。
　年度初めの総会は、今までは事務局所在の地区で行ってい
ましたが、４か町村合併後は町の中心である津川に障害者の
福祉向上を目的とする阿賀町地域活動センター「たんぽぽ」
が設置されたので、研修会を除いての会合は、そこでやるよ
うになりました。
　また、町内４地区から選出された代議員が、その地区の会
費微収（1人1,000円）および連絡調整にあたり、代議員会
（12名、年２回）は本会の最高議決機関であり、執行機関
ともなっています。総会は全会員（84名）の意思を反映さ
せるために、不参加者には委任状を提出してもらって議決し
ています。
　研修会は11月中旬に、終了後、懇親会も兼ねて行ってい
ます。いつも利用している食堂で、研修目的地までの往復に

マイクロバスを出してくれるので大変便利です。
　昨年は、副会長（三川出身）の紹介で、三川駅にある「三
川ひまわりの家」を見学しました。通所者の障害の特性に応
じた機能訓練、作業訓練、生活指導などを行いながら、自
立、生活の質の向上を図ることを目的として平成10年に開
設されたとのこと、阿賀町町内から10名程の人が通所して
いますが、作業に励んでいる様子を見て、涙がにじむ思いで
した。
　今年は、同じく三川地区の「ふるさと学習館」を見学しま
した。元小学校を資料館として活用していて、専任講師の案
内で見て回りましたが、型紙を使って切り絵を作成し、恵比
寿様や大黒様などの「切り絵教室」の力作が並んでいて感心
いたしました。時間
がなくてゆっくり見
られなくて残念でし
たが、玄関で、また
来年こようと語り合
い、懇親会場への帰
途につきました。

この欄は、会員団体から地域での活動の様子をご紹介いただき、
会員相互の理解の向上と連帯感を育んでいくことを目的にしています。

平和の森公園　清掃ボランティア

新年会

ふるさと学習館（三川地区）

動区 告報地
活
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TEL FAX025-383-3610 025-381-1478 http://sports.n-fureaiplaza.com/ sports@n-fureaiplaza.comURL MAIL

NO 事　業　名 開催場所 開催日
1 広報関連事業 ※ ※
2 スポーツ用具貸出 ※ ※
3 スマートスポーツ講習会 新潟市 8/3

NO 事　業　名 開催場所 開催月
1 ヒーロー・ヒロイン養成事業 ※ ※
2 競技者団体助成事業 ※ ※

NO 事　業　名 開催場所 開催月

1 スポーツ･レクリエーション
活動支援事業 ※ ※

2 北信越・東海ブロック予選会
（知的サッカー） 新潟市 6/2

NO 事　業　名 開催場所 開催日

1

ボウリング グランドボウル黒埼 5月18日（土）

陸上競技 東北電力ビッグスワン
スタジアム 5月19日（日）

フライングディスク 長岡市陸上競技場 5月22日（水）
卓　球 ふれ愛プラザ 5月25日（土）
水　泳 西海岸公園市営プール 5月26日（日）

アーチェリー HARD OFF
エコスタジアム 6月23日（日）

バレーボール（精神）ふれ愛プラザ 9月16日（月）
バスケットボール ふれ愛プラザ 9月22日（日）
フットベースボール 山二ツ運動公園 9月23日（月）
サッカー 太夫浜競技場 9月28日（土）

2 第13回全国障害者
スポーツ大会派遣事業 東京都 10月

12～14日

NO 事　業　名 開催場所 開催月日

1 北信越・東海ブロック大会派遣・
開催

北信越・
東海地区 5～6月

2 団体競技強化支援 ※ 通年
3 陸上競技練習会・記録会 新潟市 4/13
4 バスケットボール交流大会（知的） 新潟市 12/1

5 全国障害者スポーツ大会
選手団合宿 新潟市 8月

6 スポーツ指導者・支援者研修会 新潟市 12月,2月
7 特別支援学校活動支援 新潟市 9/10
8 団体競技連絡会 新潟市 4/28
9 用具整備 ※ ※

NO 事　業　名 開催場所 開催月日

1 巡回スポーツ教室 県内各地 通年 
（30回程度）

2 ふれあいスポーツ教室 新潟市 通年

3 ジュニアスポーツ教室 新潟市 8/18,25 
12/15,21

4 サウンドテーブルテニス教室 新潟市 10月
5 聴覚障害者スポーツ教室 新潟市 11月

6 フライングディスク教室 新潟市
佐渡市 9月

7 知的障害者スポーツ教室 新潟市 12月
8 新潟県障害者ふれ愛水泳記録会 新潟市 2/23

9 新潟県障害者ふれ愛
フライングディスク大会

佐渡市 5月
新潟市 11/27

10 新潟県障害者ふれ愛卓球大会 新潟市 11/30
11 新潟県サウンドテーブルテニス大会 新潟市 10月

12 新潟県障害者ふれ愛アーチェリー大会 新潟市 2/16

13 新潟県障害者ふれ愛ボッチャ大会 新潟市 11/3

14 障害者スポーツ指導員養成研修会（初級）
新潟市 8/17,18
佐渡市 7月

15 ボッチャ普及指導員研修会 新潟市 8/31,9/1

3　選手育成強化事業

＊実施事業及び日程、開催場所等は、変更する場合もございます
ので予めご了承ください。

1　普及・啓発事業

第
14
回
新
潟
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

2　競技者支援事業

Ⅱ　≪自主・助成事業≫

3　助成事業

Ⅰ　≪県・市委託事業≫

2　大会開催・選手派遣事業

１　スポーツ活動事業

平成25年度新潟県障害者スポーツ協会事業計画

　JAバンク新潟県信連様の社会貢献事業の一環として、Jリーグで活躍する
アルビレックス新潟ホームゲームシーズンパスを戴きました。
　アルビレックス新潟の試合を通じ、障害のある方々の余暇活動の充実と、県
内の障害者スポーツの普及の一助となるよう、大勢の皆様に東北電力ビッグ
スワンスタジアムへ観戦に行っていただきたいとのことでした。
　観戦を希望される方は、当協会のホームページにて詳細をご確認ください。

アルビレックス新潟
ホームゲームシーズンパスをいただきました

新潟県障害者スポーツ協会だより
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発行：新潟県障害者スポーツ協会
〒950-0121 新潟市江南区亀田向陽1-9-1
（ふれ愛プラザ内）


